
安
曇
野
市
は
10
月
１
日
に
市
制
施

行
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
10
月
４
日
、
記
念
式
典
を

穂
高
総
合
体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
友
好
都
市
や
近
隣
市
町
村

の
首
長
、
国
・
県
・
市
議
会
議
員
、
区

長
の
ほ
か
次
代
を
担
う
市
内
17
の
小
中

学
校
の
児
童
会
・
生
徒
会
の
代
表
な
ど

約
７
０
０
人
が
出
席
。
節
目
の
10
年
を

祝
う
と
共
に
さ
ら
な
る
市
の
飛
躍
に
心

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
本
年
度
の
市
功
労
者
表

彰
を
行
い
、
市
政
の
発
展
に
功
績
が
顕

著
で
あ
っ
た
個
人
・
団
体
の
皆
さ
ん
31

人
に
表
彰
状
、
15
人
・
31
団
体
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
、
ま
た
、
市
の
10

年
の
歩
み
を
振
り
返
る
映
像
も
流
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
記
念
事
業
の
一

つ
で
全
国
か
ら
歌
詞
を
募
集
し
制
定
し

た
市
歌
の
初
披
露
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
国
民
体
育
大
会
優
勝　

中
嶋
徹
さ
ん

（
豊
科
）

●
社
会
教
育
の
振
興　

小
林
直
丈
さ
ん

（
明
科
）

●
文
化
財
保
護　

飯
沼
冬
彦
さ
ん
（
豊

科
）

●
自
然
観
察　

中
田
信
好
さ
ん
（
堀
金
）

感
謝
状
（
個
人
15
人
４
・
31
団
体
）

●
安
曇
野
市
歌
作
詞
・
作
曲

保
岡
直
樹
さ
ん
（
東
京
都
）、
飯
沼
信

義
さ
ん
（
東
京
都
）

●
市
ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

丸
山
真
一
さ
ん
（
長
野
市
）

●
元
区
長

赤
羽
章
正
さ
ん
（
穂
高
）、
市
川
直
哉

さ
ん（
穂
高
）、小
幡
光
彦
さ
ん（
穂
高
）、

高
山
彬
さ
ん
（
豊
科
）、
竹
内
秀
太
郎

さ
ん
（
豊
科
）、
田
村
浩
さ
ん
（
豊
科
）

市
功
労
者
表
彰

受
賞
者
紹
介
（
50
音
順
）

表
彰
状
（
31
人
）

●
元
市
区
長
会
長

内
川
勝
治
さ
ん
（
明
科
）、
河
村
佳
次

さ
ん
（
穂
高
）

●
健
康
予
防
活
動

遠
山
竹
子
さ
ん
（
豊
科
）、
中
田
勝
子

さ
ん（
三
郷
）、山
田
淳
子
さ
ん（
豊
科
）

●
精
神
障
害
者
等
の
支
援
活
動

大
和
輝
男
さ
ん
（
豊
科
）、
楠
操
さ
ん

（
穂
高
）、
渡
邊
義
昭
さ
ん
（
豊
科
）

●
高
齢
者
生
き
が
い
支
援
活
動

臼
井
咲
子
さ
ん
（
穂
高
）、
相
馬
文
子

さ
ん（
穂
高
）、早
川
春
枝
さ
ん（
明
科
）

●
環
境
美
化
活
動

山
田
久
之
さ
ん
（
豊
科
）

●
交
通
安
全
推
進

小
林
弘
太
郎
さ
ん
（
三
郷
）

●
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
指
導

伊
藤
啓
三
さ
ん
（
穂
高
）、
伊
藤
重
德

さ
ん（
明
科
）、笠
原
哲
雄
さ
ん（
豊
科
）、

征
矢
野
泰
久
さ
ん
（
穂
高
）、
髙
山
一

榮
さ
ん
（
穂
高
）、中
村
博
師
さ
ん
（
穂

高
）、
那
須
野
雅
譽
さ
ん
（
三
郷
）、
西

村
佐
保
子
さ
ん
（
豊
科
）、
西
村
義
夫

さ
ん
（
豊
科
）、
羽
重
曉
雄
さ
ん
（
豊

科
）、
二
木
茂
光
さ
ん
（
三
郷
）、
降
幡

隆
亮
さ
ん（
三
郷
）、本
間
利
夫
さ
ん（
穂

高
）、
三
澤
尚
寿
さ
ん
（
穂
高
）

●
交
通
安
全
推
進

清
澤
文
人
さ
ん
（
穂
高
）、
花
村
茂
さ

ん
（
豊
科
）

●
資
料
等
の
寄
贈
・
寄
附

池
田
ま
り
子
さ
ん
（
東
京
都
）、
熊
井

明
子
さ
ん
（
東
京
都
）、
佐
野
秀
穂
さ

ん
（
東
京
都
）、
田
淵
穂
高
さ
ん
（
神

奈
川
県
）

●
農
業
振
興

農
事
組
合
法
人
安
曇
野
北
穂
高
農
業

生
産
組
合
（
穂
高
）

●
地
域
づ
く
り
、
地
域
振
興

安
曇
野
ス
タ
イ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
穂

高
）、
安
曇
野
花
火
実
行
委
員
会
（
豊

科
）、
小
岩
嶽
城
址
保
存
会
（
穂
高
）、

重
柳
農
村
振
興
委
員
会
（
豊
科
）、
早

春
賦
愛
唱
会
（
穂
高
）、
早
春
賦
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
豊
科
）、
東
金
市
・

安
曇
野
市
「
絆
」
友
好
の
会
（
堀
金
）、

光
桜
を
愛
す
る
会
（
豊
科
）

●
景
観
形
成
住
民
協
定
（
認
定
日
順
）

県
道
柏
矢
町
田
沢
停
車
場
線
景
観
形
成

住
民
協
定
（
豊
科
）（
以
下
、「
景
観
形

成
住
民
協
定
省
略
」）
市
道
豊
科
１
級

23
号
線
（
豊
科
）、
県
道
梓
橋
田
沢
停

車
場
線
（
豊
科
）、
県
道
豊
科
大
天
井

岳
線
（
豊
科
）、
豊
里
地
区
（
穂
高
）、

穂
高
駅
通
り
地
区
（
穂
高
）、
白
金
地

区
（
穂
高
）、
等
々
力
地
区
（
穂
高
）、

県
道
安
曇
野
イ
ン
タ
ー
堀
金
線（
豊
科
）、

牧
地
区
（
穂
高
）、
安
曇
野
の
里
重
柳
地

区
（
豊
科
）、
豊
科
駅
前
通
り
（
豊
科
）、

安
曇
野
さ
わ
や
か
ロ
ー
ド
Ｒ
１
４
７（
豊

科
）、安
曇
野
の
森
大
口
沢
地
区（
豊
科
）、

狐
島
地
区
（
穂
高
）、
望
岳
の
里
青
木

花
見
地
区
（
穂
高
）、
島
新
田
地
区
（
穂

高
）、
展
望
の
里
常
念
岳
線
（
堀
金
）、

広
域
農
道
温
北
部
地
区
（
三
郷
）、
ア
ル

プ
ス
眺
望
の
里
光
地
区
（
豊
科
）、
富
田

南
部
地
区
（
穂
高
）

●
松
本
消
防
協
会
大
会（
三
部
門
優
勝
）

安
曇
野
市
消
防
団

●
寄
贈
・
寄
附

善
如
寺
精
一
さ
ん
（
群
馬
県
）

（
４
月
13
日
感
謝
状
贈
呈
）

寺
口
芳
子
さ
ん
（
穂
高
）

（
８
月
24
日
感
謝
状
贈
呈
）

市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典

安
曇
野
市
発
足
か
ら
10
年　

さ
ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
て

1

45

67

23

910 8

表彰後、宮澤市長と握手する受賞者代表の
河村佳次さん

感謝状を贈呈される熊井明子さん

①記念式典会場の様子　②
市の10年の歩みを上映　式
辞を述べる③宮澤市長　④宮
下市議会議長　祝辞を述べ
る⑤太田寛副知事　⑥友好
都市代表・多田正見江戸川区
長⑦近隣市町村代表・牛越
徹大町市長　⑧市功労者表
彰受賞者の皆さん　⑨初代市
長・平林伊三郎さん（写真中
央）をはじめ多くの関係者が
出席した　⑩会場には市制施
行10周年市民提案事業の紹
介や市民から募集したひと言
メッセージも展示された

市制施行10周年記念事業
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